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工場・設備 品質管理体制

環境設備

安全対策

大型蒸留設備

真空度100Paまで調整可能 / 加熱温度330℃まで対応 / ステンレス製

3,000-10,000L×9基

地下タンク貯蔵所

屋内貯蔵所

冷凍冷蔵庫

24KL×17基

200Lドラム缶500本保管可能

200Lドラム缶10本保管可能

貯蔵設備

熱媒ボイラー

蒸気ボイラー

16基

2基

油水分離槽（5ヶ所）

ボイラー設備

蒸留設備

中・小型蒸留設備

真空度30Paまで調整可能 / 加熱温度330℃まで対応 / ステンレス製
※一部PFAコーティング

100-400L×10基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

研究・開発用蒸留設備

真空度10Paまで調整可能 / 加熱温度350℃まで対応 / ガラス製

0.1-50L×17基

大型蒸留設備

中・小型蒸留設備

研究・開発用蒸留設備

監視システム 専門部署 情報漏洩防止対策

・ガスクロマトグラフ（GC）
・ガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）
・誘導結合プラズマ質量分析計（ICP-MS）
・高速液体クロマトグラフ（HPLC）
・カールフィッシャー水分計
・色彩色差計：ハーゼン単位色数等
・pH測定器
・滴定装置：中和法、電位差法
・比重計
・屈折計
・粘度計
・示差走査熱量計（DSC）
・示差熱分析計（DTA）

水と油の比重の違いを利用し、社外への油分の流出を防ぎます。
毎日水質チェックを行い、徹底して管理しています。

産業廃棄物保管施設（2ヶ所）

一般ごみと混合しないよう専用の置き場を設けて、
専門処理業者に処理を依頼しています。

脱臭用スクラバー（7基）
水を用いて社内で排出したガスに含まれる
化学溶剤を除去します。

排ガス焼却炉（2基）
脱臭用スクラバーにて化学物質を除去した後、
排ガス用焼却炉にて更に焼却し、消臭します。

緊急時漏洩防止タンク（50KL）

地下貯蔵タンクにて、緊急時における取扱物の社外への流出・漏洩を
防止します。タンクは内部をFRPにてコーティングし、防水を強化しました。

ダイオキシン対応ゴミ焼却炉
ダイオキシンを含むガスを発生させない設計のゴミ焼却炉にて、
社内で生じた一般ゴミを処分します。

原料、製品、廃棄物に至るまで適正に管理します。
環境に配慮した上で、「高品質」を実現します。蒸留
データ収集及び、設備の使用時は、社内の専用分析
機器にて純度の管理を徹底して行います。

分析装置

赤外線センサー・監視カメラを社内各所に
設置して安全管理体制を整えています。
また、中央管理室・事務所・契約警備
会社にて、24時間出入りの監視・録画を
実施しています。

社内の各建物に設置した火災報
知器を中央管理室・会社事務所にて
集中管理すると同時に、契約警備
会社・ボイラー管理会社にて、火災
警報の受電監視を行っています。

UTM（統合脅威管理システム）を
導入し、インターネットの出入口に
おけるセキュリティ対策を行うこと
で、顧客情報などの機密情報の社
外流出を未然に防止します。
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環境方針

認証取得

環境方針 沿　　革
1 9 4 9年に大阪で誕生した大阪油化工業。創業から現代にいたるまでの歩みをご紹介します。

大阪油化工業所を設立。蒸留装置完成

クレゾール酸の蒸留を開始

粗タール酸の蒸留を開始

積層板用合成樹脂の製造を開始

1949年

『大阪の優良100社』
（日刊工業新聞社 刊）に掲載される

1949年 大阪市にて操業開始、
パラフィン精製に専念
創業者・堀田巍が自作の十段式プレスにて、
ロウソクのもととなるパラフィンの製造を開始。

枚方市津田に本社・工場移転、
法人組織となる

化学品の受託製造を目的として、
大阪油化工業株式会社を大阪府枚方市津田に設立。

1973年 枚方市春日西町に本社・工場移転
大阪府枚方市春日西町の枚方工業団地に本社・工場を
移転。合成樹脂の生産能力を月産500トンに増強させる。

旧A製造所完成
従来は単蒸留装置のみであったが、精密蒸留案件が増
加するとの予測から、精密蒸留装置を完成させる。

1997年 Ｃ製造所完成
顧客での多品種化の流れが加速してきたことから、
多品種に対応可能な大型の蒸留設備を完成させる。

1962年

1950年

1955年

1961年

新社屋を建造し、技術営業課を新設 年1985

減圧蒸留装置完成

枚方税務署より第一号優良法人として表敬される

1963年

1969年

ISO14001認証、ISO9001認証

『日本のファインケミカル企業』
（化学工業日報社 刊）に掲載される。

2008年

2011年

Ｂ製造所完成
化学工業の高度化に伴い、

蒸留案件の高難度化が進んできたことから、
高段数の高性能な蒸留設備を完成させる。

1988年

2000年 高真空蒸留装置完成
少量多品種に対応するため、
高真空小型蒸留装置を完成させる。

2012年 研究実験棟完成
研究開発支援分野を強化するため、
研究実験棟を完成させる。

2014年

年

プラントサービス開始
増加する顧客ニーズに対応するため、
プラントサービスを開始。

2022年 東京証券取引所スタンダードに移行
ISO27001認証

2001年

Ａ製造所完成
少量多品種に対応すべく、

小型高性能の蒸留設備を完成させる。

2004年

研究開発用蒸留設備完成
多様化する顧客ニーズに対応するため、
研究開発用蒸留設備を完成させる。

2013年

枚方市に移転

創業期

少量多品種への対応

ISO9001認証
＜品　質＞

ISO14001認証
＜環　境＞

ISO45001認証
＜労働安全衛生＞

研究実験棟増設
生産能力増強のため、研究実験棟を増設。

2015年

年枚方市新町に本社移転、
東京都中央区に東京営業所を新設

国内のニーズをいち早く受けられる体制を築くため、
本社の移転と東京営業所を新設。

消防庁より優良危険物関係事業所として表彰される

2019

2017 東京証券取引所JASDAQ
（スタンダード）に上場

ISO45001認証

・環境関連法案の遵守

当社は化学薬品（医薬・香料・液晶・電子・光学の材料等）のメーカーとして、

地球環境との調和の中で、技術の創出を通して高品質の製品とサービスを顧

客に提供し、もって広く社会に貢献する。

1

2

3

4

限られた地球上の資源を有効に利用し、地球環境を守っていくために、循環型

社会への移行・構築に寄与する。

事業活動において、環境関連法令などによる規制ならびに利害関係者と合意

した要求事項を遵守する。

当社の活動・製品・サービスに係わる環境側面を認識し、汚染の予防を図ると

共に、自ら環境目的および目標を設定し、環境マネジメントシステムの確立と

その継続的改善活動により、環境保全に寄与する。

地球環境の保全をはじめ、事故災害の撲滅、化学品の安全性の確保など、

企業としての社会的責任を果たし、社会の皆さま方からの信頼をいただくと

ともに、企業としての競争力を高めることをめざす。

環境保全活動への意識を高め、化学産業に期待される責務を果たす。

・省エネルギーの推進

・省資源の推進

・化学製品の安全管理

・プラントの安全運用

基本理念

スローガン

取組事項

環境方針

ISO27001認証
＜情報セキュリティ＞






